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 また、これは上記の厳密な歴史記述と関連することだが、この時期の西部内モンゴル地域を論じた従来の研究では、
その研究の視角が単純で、だいたいは漢民族と非漢民族、つまりモンゴル族との対立という面から、出現した事象を
捉えがちであった。しかし本論文では、この漢民族と非漢民族とのあいだに、軍事勢力者、いわゆる軍閥の介在を設
定することにより、この地域の歴史事実を格段に明確にし、理解をより容易にしている。 
 さらに、第３章では、北京の学術界の代表的知識人たる顧頡剛の「民族」論を、第４章では、左翼文化人により作
成された内モンゴルを舞台とする抗日戦争映画「塞上風雲」をとりあげ、当時の知識人たちのあいだでの「辺疆」観
と日本の中国侵略に対抗する国防意識との関連を、きわめてわかりやすく説得的に叙述し、この時期の歴史を言語文
化の視点から照射するものとなっている。 
 ただ不足をいえば、歴史記述を主体とした第１章、第２章と文化的側面を強調した第３章、第４章とのつながりが
あまり整合的でない、第３章第４章の中心となる「辺疆」という概念については個々の事象の羅列に止まり理論的問
いかけが足りない、といった点が惜しまれる。しかし、これらは本論文全体の価値をいささかも損なうものではない。 
 以上のように、本論文は博士（言語文化学）の学位論文として十分価値あるものと認められる。 
